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 夏を控えて、ピザ窯を買いました。煙突を外

し、脚をたたむと収納バッグに入り、持ち運び

ができます。可搬式のわりに本格的で、木質ペ

レットや、薪・炭などを燃料とでき、15分ほど

で400度にまで庫内温度が上がります。 

 これだけの温度だと、一枚のピザを焼くのに

60秒ほどしかかかりません。うっかりすると、

生地の耳が焦げてしまうので、手際よくペール

を扱って、石板の上で回し焼く必要がありま

す。合間には、庫内温度を維持するために、燃

料を継ぎ足し、団扇で火を再度熾します。この

リズム感が、合っているのでしょう。テッパン

の焼き場担当に収まってしまいました。 

 キッチンでは、家内のお友達がワイワイ言い

ながら、強力なフードプロセッサで生地をこ

ね、温度管理が正確な調理器具で発酵させ、具

材を載せてまいります。時折、差し入れられる

ピザ片と冷えた麦酒が至福のときです。 

 もうひとつ、SUPも買いました。自宅前の浜

は遠浅なので、プールのようなものですが、

中々立てず、SDP状態です。それでも、波に揺

られて、こちらも心身のリフレッシュに。 

 仕事柄、田舎暮しを楽しむ体験プログラムの

企画・開発をしていますが、灯台下暗しではい

けないと、反省しきりです。（は） 

編集室から 

 このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。 
 その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。 

和歌山県有田川町 

古民家レストランにて 

by hama 

長 月 本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。 
 

上京された際、ご利用になってみてください。 
 

のと だらぼち 

03-5537-3078 

17:00～23:00 日曜祝休 
 

中央区銀座8-4-27 

プラーザ銀座ビル地下１階 

(銀座外堀通りasics前) 
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前
号
で
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
と
ウ
ォ
ン
ツ
の
違
い
、
考
え

方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
。 

 

特
産
品
・
商
品
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
六
次
化
や
、

農
商
工
連
携
と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
が
あ
る
。 

 

食
品
系
の
商
品
開
発
の
場
合
、
素
材
を
生
産
す
る
の
が

農
。
加
工
が
製
造
業
。
販
売
を
担
う
の
が
商
で
あ
る
が
、
消

費
者
ウ
ォ
ン
ツ
に
最
も
接
し
て
い
る
の
が
、
商
で
あ
る
た

め
、
商
品
の
仕
様
を
決
め
る
の
が
、
商
の
担
当
と
な
り
、
製

造
業
が
仕
入
先
と
な
る
の
で
、
時
と
し
て
厳
し
い
対
応
と
な

る
し
、
そ
の
素
材
と
し
て
の
農
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
立
場
に

置
か
れ
や
す
い
。
こ
れ
で
は
ほ
ん
と
う
に
良
い
商
品
が
で
き

と
は
限
ら
ず
、
消
費
者
の
立
場
と
し
て
も
好
ま
し
く
は
な
い

だ
ろ
う
。 

 

そ
れ
ら
の
悪
習
を
断
ち
切
り
、
「
農
業
・
製
造
業
・
商
業

が
対
等
な
立
場
で
、
連
携
し
な
が
ら
よ
り
良
い
も
の
づ
く
り

を
作
ろ
う
」
と
い
う
主
旨
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
農
・
商
・
工
の
す
べ
て
を
農
家
が
担
う
の
が
六
次
化

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
七
波
で
医
療
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
そ
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。
私
は
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
か

ら
徒
歩
三
分
程
の
ビ
ル
内
で
、
生
活
習
慣
病
専
門
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
い
ま
す
。
第
七
波
の
前
ま
で
は
、
発

熱
や
風
邪
症
状
の
方
が
来
ら
れ
た
ら
他
の
患
者
さ
ん
に
接

し
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
空
き
部
屋
に
入
っ
て
い
た
だ

き
診
察
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
、

受
診
希
望
の
方
が
一
気
に
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
院

は
動
線
の
分
け
よ
う
が
な
く
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
し
た

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
々
が
定
期
で
来
院
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
途
半
端
が
最
も
危
険
と
考
え
、
盆
明
け
か
ら
感
染

症
を
疑
わ
れ
る
方
は
心
苦
し
い
で
す
が
近
隣
の
感
染
外
来

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
処
方
だ
け
で
な
く
、
診
断
の
検
査

も
必
要
だ
か
ら
で
す
。
た
だ
何
処
も
手
一
杯
で
、
受
診
を

翌
日
に
回
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。 

◎ 

当
院
は
外
来
診
療
の
み
で
す
が
、
通
院
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
あ
っ
て
も
無
症
状
の
可
能
性
は
充

分
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
全
て
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て

濃
厚
接
触
に
な
ら
な
い
よ
う
診
察
時
間
を
制
限
し
、
緊
急

性
の
な
い
医
療
行
為
は
先
送
り
に
し
て
い
ま
す
。
我
々
の

よ
う
な
個
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
誰
が
欠
け

て
も
診
療
に
支
障
が
出
ま
す
。
感
染
と
濃
厚
接
触
を
避
け

る
た
め
、
自
身
の
行
動
を
自
粛
す
る
だ
け
で
な
く
家
族
に

も
無
言
の
圧
力
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

◎ 

頼
ま
れ
て
、
中
規
模
病
院
の
当
直
を
月
に
二
回
し
て
い

ま
す
。
元
々
は
結
核
療
養
所
で
、
今
は
筋
萎
縮
性
側
索
硬

化
症(

Ａ
Ｌ
Ｓ)

の
方
が
県
内
で
最
も
多
く
入
院
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
然
、
面
会
は
規
制
さ
れ
て
院
内
は
閑
散
と
し
て
い
ま

す
。
病
棟
の
主
役
は
看
護
師
さ
ん
で
、
人
工
呼
吸
器
の
管

理
・
体
位
変
換
と
清
拭
・
経
管
栄
養
の
注
入
な
ど
な
ど
若
く

な
け
れ
ば
務
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
看
護
師
さ
ん
達
が
、
子
供

さ
ん
や
知
人
か
ら
の
感
染
や
濃
厚
接
触
で
ボ
ロ
ボ
ロ
欠
け
て

い
ま
す
。
出
勤
時
の
抗
原
検
査
が
多
す
ぎ
て
、
検
査
キ
ッ
ト

が
底
を
つ
い
て
確
保
に
困
る
ほ
ど
で
す
。
穴
埋
め
勤
務
が
続

き
、
師
長
さ
ん
達
は
疲
れ
切
っ
て
い
ま
す
。 

◎ 

基
幹
病
院
は
高
度
な
医
療
を
担
う
場
な
の
で
、
そ
れ
だ
け

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
達
が
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

方
達
を
守
る
た
め
、
外
来
を
減
ら
し
救
急
の
受
け
入
を
厳
格

に
し
緊
急
性
の
な
い
手
術
は
先
送
り
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
防
ぎ
き
れ
て
い
ま
せ

ん
。
救
急
隊
も
大
変
で
す
。
受
け
入
れ
先
が
決
ま
ら
ず
、

じ
っ
と
止
ま
っ
た
ま
ま
の
救
急
車
内
で
苦
し
が
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
と
過
ご
す
時
間
を
想
像
し
て
く
だ

さ
い
。
先
日
は
濃
厚
接
触
者
だ
っ
た
二
十

歳
台
の
男
性
が
腹
痛
を
訴
え
、
結
局
県
内

は
無
理
で
橋
を
渡
っ
て
倉
敷
ま
で
行
っ
た

そ
う
で
す
。 

そ
の
方
は
、
た
だ
の
虫
垂
炎
で
し
た
。

医
療
だ
け
で
な
く
保
育
も
介
護
も
、
弱
い

人
と
接
す
る
職
業
は
み
な
、
体
も
心
も
疲

れ
て
い
ま
す
。 

の
主
旨
だ
ろ
う
。
六
次
化
の
成
功
例
を
伺
う
と
、
農
・
工
出

身
の
方
で
は
な
く
、
商
業
で
成
功
さ
れ
た
方
が
、
ご
縁
で
農

家
と
な
っ
て
い
る
例
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
や
は
り
ウ
ォ
ン
ツ
把
握
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
起
因
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

商
品
化
の
過
程
を
見
る
と
、
素
材
・
ペ
ー
ス
ト
な
ど
の
一

次
加
工
・
最
終
製
品
加
工
・
商
品
化
と
工
程
が
進
む
。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
各
段
階
の
出
口
は
絞
ら
れ
狭
く
な
っ
て
い
く

が
、
付
加
価
値
は
上
が
る
。
マ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
か
知

ら
な
い
と
、
出
口
が
絞
ら
れ
て
い
く
と
、
販
売
数
量
が
小
さ

く
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
素
材
寄
り
の
広
い
出
口
し

か
視
野
に
入
れ
た
く
な
い
と
い
う
意
志
が
働
く
か
も
し
れ
な

い
。 

 

消
費
者
の
ウ
ォ
ン
ツ
に
気
づ
い
て
い
る
人
た
ち
の
意
見
を

尊
重
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。 

 

こ
こ
ま
で
は
、
「
素
材
・
も
の
あ
り
き
」
で
の
商
品
開
発
過

程
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
工
程
で
は
突
破
で
き
な
い
場
合
が
、

増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
峠
を
越
え
る
に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
展

開
の
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。  

寄
稿
『
先
が
見
え
な
い
医
療
の
現
場 

』 
 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
ク
リ
ニ
ッ
ク 

井
垣 

俊
郎 

 
  

 
  

 
 

  
 

  
 

  
 

  

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

( 
い
が
き 

と
し
お 

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。 



（前号からつづき） 

2.自分だけのオリジナルの世界を作り上げるクリエイティブスキル 

 マインクラフトではボクセルと呼ばれるブロックを積み上げることで様々

なモノを表現することが出来ます。ボクセルを積み上げてモノを表現する

「遊び」は世界中のユーザーに親しまれており、それらは作品として公開さ

れることもあります。 

 また、前述したように英国の芸術団体Taleが絵画をテーマにした世界を構

築したり、歴史的建造物が再現されたりと、多彩な活用方法が考えられてい

ます。想像したものを実際に作り上げていく遊びは、ユーザーのクリエイ

ティブな感性を大いに刺激し、発表する場があることは「ものづくり」の楽

しさを覚えるきっかけになります。ブロックを使って「何か」を表現するこ

とは、如何にしてそれを実現していくかを考えるプロセスも養えます。 

3.テクノロジーの基礎を学べる 

 マインクラフトにはやや上級者的な要素として、レッドストーン回路と呼

ばれる機械装置を作るためのシステムが用意されています。このレッドス

トーン回路では、スイッチを用いたON/OFF機能付きの照明といった簡単

な装置からエレベーター的な昇降装置、果ては巨大ロボットといったものま

で様々な装置を作ることが可能です。現代的なテクノロジーの基礎を学ぶこ

とが出来ます。遊びを通じてコンピューターサイエンスを学び、論理的思考

を鍛える効果があると言われています。 

 私自身が小学生1年生の息子が遊んでいる姿を見て感じるのが求める回答

にたどりつくまでの『情報検索能力』がすごいなということです。マインク

ラフト上で自分では解決できない課題にぶち当たった時に、PCを開き『今

の状態』、『何が問題か』『どう解決したいか』を打ち込み、日本全国のマ

インクラフトユーザーの知見を集めてくる姿には驚きしかありません。ワー

ドの選択肢によっては求める解が出てこないという経験を得て、どう最適な

言葉を選ぶかという能力が養成されていると思います。 

 

 昔僕が親から毎日のように浴びせられた『ゲームばかりしてると、ろくな

大人にならないわよ』とは、もう言えないようです。（了） 

 それぞれの所属組織における役割が異なっているのも、今の私のパラレル

な働き方の特徴である。特に教育機関とDMOでは大きな差がある。それを

PDCAサイクルに当てはめて比較していきたい。 

 非常勤講師先の教育機関では、前もって当該機関と合意したシラバスに

沿って、毎週の授業を準備、実施した上で、生徒・受講生を評価する。 

 まず大きな計画(Plan)を最初の授業前に構想する。カリキュラムから規定

され与えられた内容をベースに、具体的なシラバスを私が検討する。その結

果が機関を通じて生徒・受講生に知らされる。 

 次に毎週の授業前に小さな計画(Plan)を準備し、授業を実施（Do）す

る。授業後にはミニレポートやリアクションペーパー等にて教育効果を計測

（Check）し、その結果を次回の授業に反映（Action）する。これらのサ

イクルはほぼ私に任される。 

 全ての授業が終わると、生徒・受講生および自身の授業について総合的な

評価（Check）を行い、次期の授業の改善（Action）につなげる。これら

については私が行った上で機関に報告し、必要に応じてフィードバックがも

たらされる。 

 以上が、各科目で半期あるいは通期で繰り返し行われていくことになる。

すなわち非常勤講師先の教育機関では、プレイヤーとしての役割に重きを置

きつつ、限定的なマネージャーとしても振る舞うことが求められる。 

 一方で非常勤役員先のDMOでは、プレイヤーとしての役割は薄く、ほぼ

マネージングに集中することが求められる。 

 業務の大半が、社内外における会議や打ち合わせおよびその準備で占めら

れる。そこでは方針や交渉についての判断や決断を行い（Plan）、そして業

務の進捗や業績について評価（Check）を交えつつ改善の方向性（Action）

を提示する。実行（Do）に大きく関わることはない。P・C・Aについても

部下が原案を作成し、私はそれに口出しするだけである。 

 マネージャーとしての役割は、以前、コンサル会社で役員をしていた時期

に経験済みではある。しかしながらプレイヤーとしての役割がここまで削ぎ

落とされる経験は初めてだ。基本的に私は、性格上でも資質上でも、プレイ

ヤーが好きでありマネージャーとしての適性は欠けているという自覚があ

る。求められる役割がパラレルとなり、中でもマネージャーに特化すべき時

間帯は、私にとって手探りでチャレンジングなものとなっている。 

浮き草のごとく114 福井大学 国際地域学部 非常勤講師 江川 誠一 

『 パラレルワーカーな日  々 その３ 』 

『 ゲームが子どもの知能を伸ばす② 』 

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩 



そして何より有名なのは「航空自衛隊築城基地」の存在だ。航空祭には

3～4万人もの人が来る。この日は基地の中にも入ることができる。今年

は11月27日だ。普段は離発着を間近に見ることができる「松原展望台広

場」がある。 

 私の一番のお気に入りは旧蔵内邸だ。 

静岡県小山町に(株)富士紡の初代社長和田豊治の邸宅「豊門会館」があ

り、これを大規模修繕＋一部改造した仕事に関わった。明治39年の建築

で和洋館併置型で、雁行させた和館とサンルームを持つ洋館で構成さ

れている。和館は戦前の高級住宅に見られる栂普請だ。ＢＳ朝日の

「百年の名家」でも紹介され、最高の建築だと自慢げに紹介してい

た。 

ところが、この旧蔵内邸を見たとき

に衝撃が走った。この田舎町の田園風景

の中に鳥居と石積みの参道、その先には

神社、神社前にもある鳥居前を左に折れ

ると現れる門。門から中に入ると年月を

重ねた仕立物のカイズカイブキの先に入

母屋屋根が二重に重なる大玄関のある大

邸宅が現れる。屋根のコーナーの軒先が

反り上がっている姿が優美だ。屋根は金

属板で葺かれているが、もともとは寝殿

風の檜皮葺、それに金属板を被せてい

る。本来の神殿風に軽やかなデザインは

後退してしまっているせいか迫力のある

姿になっている。屋根材は銅板ではと思

うのだが、緑青は出ておらず黒々として

いる。 

この建物は明治時代から昭和前期まで福岡県筑豊地方を中心に炭鉱を所

有し、大分県などにも錫や金の鉱山を経営した藏内一族の本家住宅であ

る。 

邸宅は明治39年頃に主屋と応接間棟および庭園が造営され、大正５年

の藏内鉱業(株)設立と同時に大玄関・茶室・大広間などが池庭に面して大

増築されている。この時に隣接する貴船神社と鳥居・参道・石橋なども地

域一体型で整備、さらに邸から西に200mほど離れた丘陵地斜面にある一

族の墓所には蔵内三代の銅像広場が建造された。銅像は太平洋戦争時に拠

出され消失し、今はエジプト風デザインの台座のみ残っている。(つづく)  

『相模の国から ～大魔神のたび～  』福岡県築上町のこと その１ 

茨城県境町 参与 溝口 久    

 今年の4月から境町参与に加え、福岡県築上町でも仕事をしている。こ

の町には参与職は無いので「地域づくりアドバイザー」というダサめの肩

書をいただき毎月3日間を基本に出勤している。この他に神奈川県松田町

では「官民連携担当」と名刺を頂戴し、こちらにも月最低3日は行くこと

になっている。 

境町と松田町は静岡県小山町にいた時からの繋がりがあるから皆もわか

るのだが、築上町は違う。 

説明を結構求められる。自分から売り込むことはしない、仕事を求めるこ

とはないので、あくまでもオファーがあれば応じるスタイルを静岡県を早

期退職した時から貫いている。 

 なぜ、その築上町からオファーがあるのに答えなくてはいけない。時を

遡ること平成9年度、由布院観光総合事務所事務局長を務めていた時に熊

本県小国町でグリーンツーリズム業の創業を推進するために「九州ツーリ

ズム大学」が開校された。そこの受講生として同窓になったのが築上町合

併前の椎田町の人達だった。先進的な町長だった田原さんを筆頭に何人か

で参加されていた。その時の出会いからおひとり信田さんとずっと付き合

い続けることになった。九州に行くときには空港に迎えに来てくれ足と

なってくれている。静岡県にもたびたび足を運んでくれた。その彼が「築

上町のまちづくりに溝口を」と町長に訴え、「ならば一度来てもらおう」

と声が掛かり、3月に出向き小山町で手掛けた仕事と築上町のアグリパー

クの官民連携による再生手法案を職員を前にプレゼンした。これを機に4

月から毎月出向くことになった。 

 ここで築上町のことを紹介しよう。 

福岡県の東部で北九州港から20ｋｍ程で大分県との県境に近い。旧豊

前国に属する。南北に広い町で行橋市と豊前市の中間に位置し、南は大分

県と接している。北部は京都(みやこ)平野が広がり、JR日豊本線の築城

(ついき)駅前と椎田駅前には市街地があり、郊外には田園が広がる。北は

周防灘（瀬戸内海）に面し、南部は筑紫山地の山々が連なる。南部地域に

は谷が多く、その谷の扇状地ごとに町が形成されている。その先に広がる

周防灘は500m沖まで干潟が現れ「しいだアサリ」の産地として名が知ら

れている。近年収量が減少、現在斬新な養殖に取組んでいる。農産物は水

稲、果実、特にヤーコン、菊芋の栽培が珍しい。 


